
 

 

 

第一生命「第 76回 保健文化賞」贈呈式・祝賀会に出席 天皇皇后両陛下に拝謁  
この度千葉骨髄バンク推進連絡会（千葉の会）は、第一生命保険（株）が 1950 年に創設した権威ある「保健文

化賞」（第 76 回）を受賞しましたので報告します。 

この賞はわが国の保健衛生向上のために役に立ちたいとの思いから、同社が保健衛生の分野で立派な業績

と長年にわたり労苦をされた団体・個人に「感謝」と「敬意」を捧げるために創設したものです。 

最近はその時代におけるさまざまな課題に取り組まれた方々を顕彰しています。 

第 76 回となる 2024 年度は､団体・個人合わせて 34 件の応募があり、団体 10 件､個人４名の受賞者が選

定されました。受賞者には､2024 年 12 月 19 日（木）、明治記念館で開催された贈呈式で厚生労働大臣から

表彰状､第一生命からは感謝状とともに賞金(団体 200 万円､個人 100 万円)、朝日新聞厚生文化事業団・

NHK 厚生文化事業団からは記念品が、多数の招待客出席の中で授与されました。 

翌日 12 月 20 日（金）は、受賞した団体の代表 10 名と個人４名（ご夫婦なので 8 名）の計 28 名が皇居に

招かれ参内して、天皇・皇后両陛下に拝謁しました。両陛下は各代表・個人の一人一人に丁寧にお声を掛けて下

さりました。拝謁は 1 時間近くもあり、充実した時間でした。   

千葉の会の受賞は、1991 年 2 月の結成以来 30 数年に亘る白血病等の血液疾患の患者さんを救うため、

ドナー登録の推進や日本骨髄バンクを支援する活動、医療講演会・相談会の開催、「コンサートと落語会」・「いの

ちの輝き展」等のイベント開催、ドナー助成制度・ドナー休暇制度の導入推進、パンフレット・会報等の発行による

社会啓蒙、ケア帽子の製作・病院への寄贈活動、厚生労働省・日本赤十字社・日本骨髄バンク・千葉県・全国骨髄

バンク推進連絡協議会での委員会活動を高く評価いただいたもので、会員一同大変光栄に思い喜んでいます。

また、推薦くださった千葉県に心からの感謝を申し上げます。  （千葉骨髄バンク推進連絡会 会長 梅田正造） 

      

ケア帽子をプレゼントしました （ケア帽子担当 西島一恵） 
20２４年のケア帽子贈呈活動では１２の病院に５５０個の帽子をお届け

することができました。沢山の方々のご支援、ご協力を頂きましたこと御礼

申し上げます。 

今回は１歳くらいの赤ちゃん向けの帽子を１０個注文いただきました。初

めてのことなので、頭の大きさ・深さなど調べ、とても勉強になりました。 

昨年末には幕張メッセライオンズクラブ様から多額のご寄付をいただ

き、タオルの購入に使わせていただきました。ケア帽子のために１０年来タ

オルのご提供をいただいております㈱日東タオル様から購入させていただ

きました。今回、同社のお店に初めて訪問させていただきました。お店は馬

喰町の問屋街の入口にあり、黄色いビルに大きな文字で「日東タオル」とあ

り、とても目立っていました。沢山の美しいタオルが１包１ダース単位で並べ

られており、感激しました。このような貴重なタオルを１０年間もの長期にわたりご支援いただいていたことに思

い至り、改めて感謝の念がこみ上げました。引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
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贈らせていただいた病院 ご支援、ご協力いただいた方々
東京大学医科学研究所 ㈱日東タオル
千葉大学医学部附属病院 市原市
聖路加国際病院小児科 市原市社会福祉協議会
国立成育医療研究センター 市原市姉崎公民館
千葉市立青葉病院 日本赤十字社千葉県支部
国保旭中央病院 ライオンズクラブ国際協力333-C地区
君津中央病院 幕張メッセライオンズクラブ
千葉労災病院 印旛郡栄町赤十字奉仕団
帝京大学ちば総合医療センター 千葉市赤十字奉仕団
北里大学北里研究所病院 木更津市赤十字奉仕団
東京医科大学病院 習志野市袖ヶ浦赤十字奉仕団
鎗田病院（市原市） 「袖ヶ浦団地まいぷれ図書館」ぐるーぷ

木更津市太田4丁目　ひまわりの会
エンジョイコットン（市原市）
ぬくだまり（富津市）
糸ぐるま（富津市）
全国骨髄バンク推進連絡会副会長 大谷貴子

以上　敬称略

東京大学医科学研究所

千葉大学医学部附属病院

聖路加国際病院小児科

国立成育医療研究センター

千葉市立青葉病院

国保旭中央病院

君津中央病院

千葉労災病院

帝京大学ちば総合医療センター

北里大学北里研究所病院

東京医科大学病院

鎗田病院（市原市）
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登録会報告  
 

モノレールちば駅献血ルーム 2024年１２月２０日（金） 説明員 北村美和子、柴谷みち子 

登録者１２名 説明者４名の結果でした。すべての時間帯に来場者が満遍なくみえていました。お声掛けし

て OK の方をルーム受付の方にお伝えして先にバンク説明後献血受付の流れで行いました。登録者の中に

はご友人が最近白血病を発症した方や、ドナー登録を考えていたという看護師さんもいました。また、働く細

胞の映画を先週観て、ドナー登録しようと思ったという方がいらっしゃいました。説明のみの方は、検討して

次回献血時に登録する、服薬中、親御さんに相談、お休みがとれないので・・という方々でした。本日、献血ボ

ランティアの女子大学生 3名が来られて、外での呼び込みをされていました。    （北村美和子） 
   
八千代市役所     2025年１月２３日（木）  説明員 山口智子、辰己百恵 

登録者３名 説明者４名の結果でした。当日、服部市長が献血と骨髄バンクドナー登録の必要性などを放

送で心をこめてＰＲして下さいました。午後に登録希望者や説明希望者がおいでになりました。プロジェクト

Xを見て自分も何かしたいと献血は無しで登録のみして下さった方、3歳の子供さんの育児中の方、骨髄

移植を知らなかったが説明を聴いて登録して下さった方がありました。もう一名、登録を希望して下さった方

がいらっしゃったのですが、血圧が低いためにドクター問診で献血も登録も無しになりました。 （山口智子） 
※八千代市役所において、2025年１月 7日(火)～28日(火)に『いのちの輝き展』を開催いたしました（後記ご参照）。 

  
柏献血ルーム      2025年１月２７日（月）  説明員 柴谷みち子、山口智子 

登録者６名 説明者９名の結果でした。朝の受付開始直後に２２歳の女性に登録いただきました。午後３時

頃から４時前後にかけて次々に若い方が見え、登録者が計６名となりました。１８歳の高校３年生の女性は説

明後直ぐに登録されたので、「前から考えていたの？」と尋ねたら、「中学の時に道徳の時間に骨髄移植の患

者さんの事を知り、１８歳になったらと思っていました。」と話してくれて、山口さんと一緒に感激しながら軽く拍

手してしまいました。以前やはり柏ルームで高校生（１８歳）に声掛けした時に、「題名は覚えていないけど小学

校の時に本を読んで知っています。」と言って説明後登録された方がいました。小学校、中学校からの普及啓

発も大切だと改めて感じました。                 （柴谷みち子） 
 

   
 
会 費 納 入 の お 願 い 
千葉骨髄バンク推進連絡会は、皆様からの    年 会 費  3,000 円（学生 1,000 円） 

会費とご寄付で運営しています。        振替口座名  千葉骨髄バンク推進連絡会 
 皆様のご支援とご協力をお願い致します。   郵便振込口座番号  ００１６０－６－５４７１６８  
郵便局以外の銀行 ATMやインターネットバンキングでお手続きの場合は、次のとおり指定してください。 

ゆうちょ銀行店名 〇一九（ゼロイチキュウ） 口座番号０５４７１６８  
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箱根駅伝第 101回大会の沿道応援に参加 1月 2日（木）・3日（金） 
恒例の箱根駅伝の沿道応援に参加しました。千葉の会からは往路 5 名：柴谷、久永、塚本、萩原匡祐・ 

佑紀、復路 4 名：円東、塚本、萩原匡祐・佑紀が田町エリアで参加しました。東京・埼玉・神奈川・千葉の各会

にプルデンシャル生命も加えた大部隊でした。初参加の塚本さんから感想をいただきました。（萩原匡祐） 

今回、初めて箱根駅伝での沿道応援・啓発活動に参加しました。いつもお世話になっている千葉

の会の方々と協力して、とても有意義な時間を過ごすことが出来ました。「一人でも多くの方に、骨

髄バンクに関心を持っていただき、そしてドナー登録に繋がれば良いな」と思いつつ、「いのちのタ

スキリレー」の幟を掲げて、ティッシュを配布しました。一方で、沿道に来ている人や TVを見ている

人からは「骨髄バンクは関係がないのでは」等の声があるかもしれないと心の片隅で感じました。

でも、白血病で闘病中の方を一人でも元気づけられるなら、あるいはこの活動を見た人が少しでも

共感してくれるなら、きっと意味があると思って頑張りました。最終ランナーが行って片付けをして

いる際に、一人の女性から「とても素晴らしい活動ですね。こういったボランティアに参加するには

どうしたら良いのですか？」と尋ねられ、少しお話をさせて頂きました。実際に声を掛けられて、今

回の活動で興味を持っていただいた人がいたことが嬉しくて、本当にやって良かったと感じた瞬間

でした。また、一緒に活動したプルデンシャル生命がドナーに対して手術給付金等を支払う活動を

実施していることを知り、思いやりにあふれたサービスだと感激しました。私も、他人を思いやる気

持ちを持って、自分に出来ることを継続していきたいと思います。少し大げさですが、お互いがお互

いを思いやる共生社会を築いていく一歩になるのではと思い、その一助となる活動に関わることが

できて感謝です。来年も是非参加できればと思います。          （塚本紗月） 
 

最新医療情報 「効率的・安価・安全にCAR-T細胞を作製」その 2（全 2回）  
 

前号に続き、ウィルスを使わないCAR-T細胞療法の骨髄球系腫瘍等に対する治療について、信州大中沢教授

らの研究、AMED成果情報をもとに要点を紹介します。（前回紹介の資料から） 
 

１．骨髄性白血病に対する新規 CAR-T 細胞療法の開発 
２０１６年には世界で初めて若年性骨髄単球性白血病（JMML）を対象とする、GM-CSF 受容体を標的とする GMR 

CAR-T の開発に成功しました。２０１７年からは、日本医療研究開発機構（AMED）の支援のもと、骨髄球系腫瘍（急性
骨髄性白血病、若年性骨髄単球性白血病など）を対象とする GMR CAR-T 細胞の医師主導治験の準備を進めてきま
したが、２０２１年３月２２日、治験届が受理されましたので、安全性と有効性の評価を目的とした第一/二相医師主導治
験（ヒト初回投与試験）を開始しました。 

若年性骨髄単球性白血病は乳幼児に希に発症し、薬物治療に抵抗性で、同種移植が行われても非寛解期の移植にな
るため再発率が高く、小児白血病の中で最も予後不良な疾患です。 

急性骨髄性白血病（AML）は 10～20％に薬物不応がみられ、同種移植が行われますが非寛解期もしくは 2 回目以
降の移植における予後は不良です。したがって完全寛解に導く新しい治療薬の開発が期待されています。 

また、これらの疾患に対して、標的になる GM-CSF 受容体は、AML の 63～83％、JMML の 100％に発現するこ
とが、これまでの研究からわかっています。 

２．今後期待される展開 
AMED には「医師主導治験で GMR CAR-T 細胞の安全性が確認され、有効性も期待できた場合は、１日でも早く１

人でも多くの患者さんに届けられるように、企業治験へ橋渡しをします。」とあります。 
 
以上が新規 CAR-T細胞療法の 2回に渡っての紹介でしたが、実用化した時のメリットは大きいと思います。一日も早い実

用化を期待します。             （溝口理文） 

 

「いのちの輝き展」開催報告 （久永幸子） 
◆市原市中央図書館  2024 年１2 月 10 日(火)～24 日(火) 

図書館の中央通路に設置したテーブルを挟むように展示し、パネルや図書を平置き

しました。感想ノートには「静かな図書館の中での展示 ゆっくり読めて感動ですね」

との書き込みがあり図書館での開催よかったと思いました。長年ケア帽子の活動をさ

れている西島さんの地元であり、ケア帽子の実物も展示しました。寄贈タオルも 10

枚あり図書館の方も反響の大きさにびっくりされていました。 

◆八千代市役所   2025 年１月 7 日(火)～28 日(火) 

会場は市役所入り口近くの受付横で、多くの方が待ち時間にパネルを見ることができる良い場

所でした。準備には担当課の方 5 名がお手伝いくださり、より見やすく 1 枚でも多くと知恵を

絞ってくださり、充実した展示内容となりました。担当課のご協力に心から有難く思いました。

今回は広報やちよ、イオン八千代緑が丘店のデジタル広告（写真参照）ほかいろんな方面でご

案内頂きました。Yahoo!ニュースから取材があり、たくさんの写真付きで詳しく報じていただ

きました。担当課の方からも「反響が有り良かった」との声を頂きました。 

★今後の開催予定 

＊多古町コミュニティプラザ   3月4日(火)～25日(火) 

＊ｲｵﾝﾓｰﾙ富津3F(富津市立図書館・横） 4月8日(火)～22日(火)  

＊富里市「とみらいテラス」 4月29日(火)～5月24日（土） 
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日本骨髄バンクと千葉県の登録者数最新情報（２０２4 年 1２月末現在） 

（単位：人） 全国（累計） 対前号増減数 対前年増減数 千葉県（累計） 対前号増減数 対前年増減数 

ドナー登録者数  562,867 +1,194 +10,058 ２1,868 +130 +１，298 

累計患者登録者数 70,369 +386 +２,347 ２,739 +18 +１０0 

累 計 移 植 例 数 ２9,418 +１48 +１,030 ９36 +6 +３6 
 

千葉県主催のドナー登録説明員養成講座が開催 （２０２4 年１２月 13 日（金）） 
 

2024 年 12 月 13 日（金）に千葉県薬務課主催の説明員養成講座が千

葉県教育会館で開催されました。3 年連続となる当講座の受講者は 10 名

の方々でした。当会からは梅田会長、西島ご夫妻、円東、相良、北村が参加し

ました。 

主催者挨拶の後、座学として日本骨髄バンクの上原様より「骨髄バンク事

業の現状」について講演、その後、当会会長の梅田より「千葉県、全国での骨

髄バンク活動と献血併行型登録会」について講演がありました。 

午後からは 3 組に分かれて説明員役とドナー登録希望者になり、説明を

行うロールプレイングを行いました。私が担当したグループでも受講者の方

に説明を行っていただきました。とても分かりやすい説明ができていたよ

うに思います。最後に質疑応答を経て閉会となりました。 

本講座を受講した方の中で希望者は実際の登録会会場に実地研修として

参加いただき、手続き後に正式な説明員となります。1 月の登録会に早速

参加された方もいらっしゃり、今後の活動が楽しみです。多くの方が実地研

修に臨まれ、説明員として更に当会会員として共に活動できることを期待し

ています。                （北村美和子） 
 
   
今後（2025年 2月、3月）の予定（お知らせ） 

 

 

 
＜編 集 後 記＞ 

ちば県民だより 2025年 1月号

に「HERO is YOU ドナーは命を

救うヒーロー」と題する骨髄バンクの

特集が掲載されました。 

2度にわたる移植を受けた夫の声も

載せていただきました。ドナーがい

なければ成り立たない治療を受け、

命を救ってもらったことにいつもいつも感謝しています。 

今年も多くの HEROを生み出すお手伝いができますように

前進したいと思います。 （北村美和子） 

（※日程は都合により変更となる場合があります） 

【ドナー登録会】 

2 月 8 日(土) アリオ市原 

2 月 8 日(土) unimo ちはら台事業所 

2 月 9 日(日) イオンモール木更津 

2 月 11 日(火) イオンモール成田 

2 月 13 日(木) 木更津工業高等専門学校 

2 月 15 日(土) カインズ市原店 

2 月 17 日(月) 習志野市役所 

2 月 23 日(日) イオンタウン野田七光台 

2 月 23 日(日) ゆりまち袖ケ浦駅前モール 

2 月 24 日(月) イオンモール木更津 

 

【各献血ルーム登録会】 

◆モノレールちば駅献血ルーム 

2 月 4 日(火)、17 日(月)、21 日(金)、26 日(水) 

◆献血ルーム フェイス 

2 月 7 日(金)、10 日(月)、18 日(火)、19 日(水) 

◆松戸献血ルーム Pure 

2 月４日(火) 

◆津田沼献血ルーム 

2 月 5 日(水)、14 日(金)、23 日(日)、27 日(木) 

◆柏献血ルーム 

2 月 13 日(木)、17 日(月) 
 

【定例会】 

日 時：2025 年 3 月 9 日(日)１3：００～ 

場 所：船橋市勤労市民センター 特別会議室 

白血病フリーダイヤルからのお知らせ 
 
無料電話相談 白血病フリーダイヤル 
  一人で悩まないで、何でも相談 

０１２０－８１－５９２９ 
 
当面第２・４土曜日開催 １０：００～１６：００ 

専門医も対応いたします。 

なお、15時以降は、専門医が電話相談中のことが多く、 

対応ができない場合があります。早めにお電話をお掛け

願います。 

（認定 NPO法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会） 

こころからのご寄付、ありがとうございます。 

土田尚弘様  10,000 円 


